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要 旨 ： 実 験 に は ， H e l l m a n の 歯 齢 各 期 の ヒ ト 乾 燥 下

顎 骨 各 ５ 個 体 ． 各 個 体 を 左 右 側 計 測 し ， 計 1 0 0 個 体 に

つ い て 画 像 解 析 を 行 っ た ． 撮 影 に は 歯 科 用 コ ン ビ ー ム

C T 撮 影 装 置 を 使 用 し ， 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 に か け

て 1 ㎜ 間 隔 の パ ラ ア キ シ ャ ル 像 を 取 得 ． こ れ を 再 構 成

し て 前 頭 断 像 を 得 た ． 得 ら れ た 各 前 頭 断 像 に つ い て ，

解 析・検 討 を 行 っ た ．実 験 の 結 果 ，以 下 の 結 論 を 得 た ．  

1 . 下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 の 垂 直 的 変 化 は ， S c a m m o n

の 臓 器 発 育 曲 線 で 一 般 型  を 示 し た ． オ ト ガ イ 孔 の

曲 線 は 下 顎 孔 に 比 べ て 小 さ な 変 化 量 で あ っ た ．同 計

測 線 上 の 下 顎 底 部 皮 質 骨 厚 さ は ，下 顎 孔 は 歯 齢 の 増

加 に よ る 変 化 は 認 め ら れ な か っ た ．オ ト ガ イ 孔 で は

１ A 期 か ら ２ C 期 に か け て 成 長 が み ら れ た が ， そ れ

以 降 大 き な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た ．  

2 . 下 顎 管 の 走 行 は ， 基 本 的 に 下 顎 孔 か ら 入 っ た 後 に 舌

側 寄 り を 通 り ，オ ト ガ イ 孔 手 前 数 ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ

イ 孔 に 向 け て 急 角 度 で 伸 展 し て い た ．舌 側 寄 り を 通

る 理 由 と し て 第 一 大 臼 歯 の 影 響 を 受 け て い る 可 能

性 が 示 唆 さ れ た ．  

3 . 下 顎 骨 下 縁 部 皮 質 骨 は ， 歯 齢 各 期 に お い て 第 一 大 臼

歯 部 が 最 も 厚 く ，第 一 大 臼 歯 の 咬 合 圧 が こ れ に 関 与

し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た ．  

4 . 下 顎 骨 体 と 下 顎 管 の 前 方 成 長 に は 異 な る 成 長 発 育 様

式 が 存 在 す る 可 能 性 が あ る こ と が 示 さ れ た ．下 顎 骨

の 成 長 発 育 に は ， 歯 の 萌 出 余 地 の 確 保 と い っ た 生 理

学 的 要 因 や 長 い 間 の 環 境 要 因 の 関 与 な ど に つ い て

考 慮 す る 必 要 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た ．  

 

索 引 用 語 ： 成 長 発 育 ， 下 顎 管 ， C B C T   

欄 外 表 題 ： 下 顎 骨 の 成 長 発 育 に と も な う 下 顎 管 走 行 の

変 化  
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A b s t r a c t : T h e  c o n d i t i o n  o f  t h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  

w i t h  i n c r e a s i n g  s t a g e s  o f  m a n d i b u l a r  

g r o w t h / d e v e l o p m e n t  w a s  a n a l y z e d .  T h e  

g r o w t h / d e v e l o p m e n t  w a s  e v a l u a t e d  o n  t h e  b a s i s  o f  

H e l l m a n ’ s  d e n t a l  a g e .  D e n t a l  c o n e - b e a m  C T  

( C B C T ) i m a g e s  w e r e  u s e d  f o r  a n a l y s i s  a n d  

m e a s u r e m e n t .  T h e  p r e s e n t  s t u d y  w a s  c o n d u c t e d  t o  

a n a l y z e  t h e  p o s i t i o n a l  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  t h e  

m a n d i b l e  a n d  t h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  a n d  i t s  c h a n g e  

a t  e a c h  s t a g e  o f  g r o w t h / d e v e l o p m e n t  u s i n g  C B C T  

a n d  e v a l u a t e  t h e  r e s u l t s .  

E x p e r i m e n t a l  s a m p l e s  w e r e  f i v e  d r i e d  h u m a n  

m a n d i b l e s  a t  r e s p e c t i v e  H e l l m a n ’ s  d e n t a l  a g e s ,  t h u s  

a  t o t a l  o f  1 0 0  s a m p l e s  i n c l u d i n g  t h e  r i g h t  a n d  l e f t  

m a n d i b l e s .  T h e i r  C B C T  i m a g e s  w e r e  s u b j e c t e d  t o  

a n a l y s i s .  T h i s  s t u d y  a n a l y z e s  e a c h  c r o s s - s e c t i o n a l  

i m a g e  f o r  t h e  c o n d i t i o n  o f  t h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  

a s s o c i a t e d  w i t h  t h e  g r o w t h  a n d  d e v e l o p m e n t .  

A s  a  r e s u l t  o f  t h i s  e x p e r i m e n t ,  t h e  f o l l o w i n g  

c o n c l u s i o n s  w e r e  r e a c h e d .  



1 .  V e r t i c a l  c h a n g e s  i n  t h e  m e n t a l  f o r a m e n  a n d  t h e  

m a n d i b u l a r  f o r a m e n  s h o w e d  a  g e n e r a l  t y p e  o r g a n  

g r o w t h  c u r v e  o f  S c a m m o n .  C u r v e  o f  t h e  m e n t a l  

f o r a m e n  w a s  a  s m a l l  a m o u n t  o f  c h a n g e  c o m p a r e d  t o  

t h e  m a n d i b u l a r  f o r a m e n .  T h e  t h i c k  l o w e r  j a w  

b o t t o m  c o r t i c a l  b o n e  o f  t h e  m e a s u r e m e n t  l i n e  e a c h  

s t a g e s  m a n d i b u l a r  f o r a m e n  w a s  n o t  o b s e r v e d  

c h a n g e  d u e  t o  a n  i n c r e a s e  i n  H e l l m a n ' s  d e n t a l  s t a g e .  

G r o w t h  w a s  o b s e r v e d  b e t w e e n  2 C  f r o m  1 A  i n  m e n t a l  

f o r a m e n ,  b u t  t h e  m a j o r  c h a n g e  w a s  o b s e r v e d  l a t e r .  

2 .  T h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  r u n n i n g  t h r o u g h  t h e  l i n g u a l  

s i d e  e n t e r s  f r o m  t h e  m e n t a l  f o r a m e n  b a s i c a l l y ,  r u n  

o f  t h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  h a d  p r o g r e s s e d  s h a r p l y  

t o w a r d  t h e  m e n t a l  f o r a m e n  f r o m  m e n t a l  f o r a m e n  

n u m b e r  m m  r e a r  p o s i t i o n .  M a y  h a v e  a f f e c t e d  t h e  

f i r s t  m o l a r  r e a s o n  t h r o u g h  t h e  l i n g u a l  s i d e  c l o s e r  

i s  c o n s i d e r e d .   
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a r i a ,  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  f i r s t  m o l a r s  t h i c k e s t  

l e a s i o n  i n  H e l l m a n ' s  d e n t a l  a g e s  e a c h  s t a g e s  

o c c l u s a l  p r e s s u r e  o f  t h e  f i r s t  m o l a r s  i s  i n v o l v e d  i n  

t h i s  h a s  b e e n  s u g g e s t e d .  

4 .   P o s s i b i l i t y  o f  g r o w t h  a n d  d e v e l o p m e n t  

d i f f e r e n t  f o r m a t s  h a s  b e e n  s h o w n  t o  f o r w a r d  

g r o w t h  o f  t h e  m a n d i b u l a r  c a n a l  a n d  t h e  b o d y  o f  

t h e  m a n d i b l e .  T h a t  t h e  g r o w t h  a n d  d e v e l o p m e n t  

o f  t h e  m a n d i b l e ,  i t  i s  n e c e s s a r y  t o  c o n s i d e r ,  

s u c h  a s  i n v o l v e m e n t  o f  l o n g  p h y s i o l o g i c a l  a n d  
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r o o m  e r u p t e d  t e e t h  h a s  b e e n  r e v e a l e d .  

 

K e y  w o r d s :  M a n d i b u l a r  c a n a l ,  g r o w t h  a n d  

d e v e l o p m e n t ,  C B C T  

S u b h e a d i n g :  C h a n g e s  i n  t h e  M a n d i b u l a r  C a n a l  

R u n n i n g  D u e  t o  G r o w t h  a n d  D e v e l o p m e n t  o f  t h e  
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緒  言  

 

下 顎 骨 は U 字 型 を し た 無 対 性 の 骨 で ，頭 蓋 骨 内 で 唯 一 ，

側 頭 骨 と 可 動 関 節 で あ る 顎 関 節 を 形 作 っ て い る 。 内 部

に 下 顎 管 を 有 し ， そ の 中 を 下 歯 槽 神 経 ， 下 歯 槽 動 脈 ，

下 歯 槽 静 脈 が 走 行 し て い る １ ）。  

顎 骨 の 成 長 発 育 に お い て 重 要 と な る 形 態 学 的 変 化 に

つ い て は ， 解 剖 学 ，  小 児 歯 科 学 的 に 多 く の 研 究 が 行

わ れ て い る ２ ， ３ ）。 こ れ ら の 報 告 に よ っ て ， 正 常 な 顎

の 成 長 発 育 様 式 に お い て は ， 脳 頭 蓋 底 に 近 い 上 顎 骨 は

神 経 系 に 類 似 し た 成 長 曲 線 を 示 す こ と が 知 ら れ て い

る 。 ま た 一 方 で ， 下 顎 骨 は 一 般 型 に 近 い 成 長 曲 線 を 示

し ， よ り 遅 く ま で 成 長 を 続 け る こ と が 知 ら れ て い る 。

下 顎 骨 は 下 顎 頭 部 に お け る 軟 骨 性 骨 形 成 に よ り ， 前 下

方 へ 平 行 移 動 す る よ う に 成 長 す る 。 同 時 に 起 こ る 下 顎

枝 部 分 の リ モ デ リ ン グ （ 下 顎 枝 前 縁 で の 骨 吸 収 ， 後 縁

で の 新 生 骨 に よ る 骨 添 加 が 生 じ る ） は ， 下 顎 骨 自 体 の

大 き さ を 増 す 要 因 と な っ て い る ４ ， ５ ）。 そ の 他 に も ，

骨 自 体 の 大 き さ や そ の 厚 み に は 人 種 差 や 性 差 ， 個 体 差

が 関 係 し て い る と さ れ て い る ６ ）。  

口 腔 外 科 的 分 野 に お い て は ， 外 科 的 疾 患 や 外 科 手 術 を

目 的 と し た 下 顎 骨 の 形 態 に 関 す る 検 討 が さ れ て い る ７

‐ ９ ）。 下 顎 管 に 関 す る 検 討 も 数 多 く 行 わ れ て お り ， そ

の 中 で も 報 告 が 多 い の は ， 位 置 関 係 に 関 す る も の で あ

る 。 下 顎 智 歯 は 斜 め あ る い は 水 平 の 状 態 で 埋 伏 し て い

る 場 合 が 多 く ， 特 に 根 尖 部 で 下 顎 管 と 近 接 し て お り ，

両 者 の 三 次 元 的 位 置 関 係 は 外 科 的 処 置 す る 際 に 重 要

と な る １ ０ ‐ １ ２ ）。 ま た ， 近 年 ， 歯 科 用 イ ン プ ラ ン ト 体

と 下 顎 管 の 位 置 関 係 に 関 す る も の も 散 見 さ れ る よ う

に な っ た １ ３ ）。 イ ン プ ラ ン ト 埋 入 部 の 骨 状 態 や 下 顎

管 ・ 上 顎 洞 ま で の 位 置 を 把 握 す る こ と で ， よ り 適 切 な

施 術 が 可 能 と な っ た 。 し か し ， そ の 対 象 と な る 下 顎 骨

は 成 人 期 以 降 の も の で あ る こ と や 範 囲 が 限 定 さ れ て

い る こ と が 多 く ， 成 長 発 育 と 関 連 し た も の は 少 な い と

思 わ れ る 。 下 顎 管 の 走 行 は 下 顎 骨 の 成 長 発 育 や 病 態 と

の 関 係 性 に お い て 重 要 １ ４ ） と さ れ て お り ，走 行 状 態 を

把 握 す る こ と は 臨 床 的 に も 意 義 の あ る こ と と 考 え ら

れ る 。  

 そ こ で 本 研 究 で は ， 成 長 発 育 の 各 段 階 に お い て ， 下

顎 骨 に 対 す る 下 顎 管 の 位 置 関 係 と そ の 変 化 を ， 歯 科 用

コ ー ン ビ ー ム C T 撮 影 装 置 （ 以 後 ， C B C T と す る ） を 用

い て 解 析 し ， 検 討 を 行 う こ と を 目 的 と し た 。  

 

 



材 料 と 方 法  

 

１ ． 材 料  

 １ ） 使 用 し た 下 顎 骨  

対 象 と な る 各 発 育 段 階 の 下 顎 骨 に は ， H e l l m a n の 歯 齢

で １ A 期 か ら ５ A 期 に あ た る 各 段 階 の ヒ ト 乾 燥 頭 蓋 骨

（ イ ン ド 人 ） を 試 料 と し て 使 用 し た 。 歯 齢 各 期 で ５ 固

体 ず つ ， 左 右 側 の 計 1 0 0 部 位 と し て 実 験 を 行 っ た 。 各

期 の 個 体 差 に つ い て は ， 比 較 的 歯 の 萌 出 状 態 が 近 似 し

た も の を 使 用 し た 。   

 ２ ） 撮 影 装 置  

 C B C T に は ， フ ァ イ ン キ ュ ー ブ （ ヨ シ ダ ， 東 京 ） を

使 用 し た 。画 像 取 得 に は ，V i r t u a l  P l a c e  A d v a n c e  P l u s

（ A Z E ， 東 京 ）（ 以 後 ， V P A  P l u s と す る ） 画 像 解 析 シ

ス テ ム を 使 用 し た 。 C B C T の 撮 影 条 件 は 管 電 圧  9 0  k V ，

管 電 流  4  m A ， 高 精 細 モ ー ド で 撮 影 時 間 は  3 3  秒 と し

た 。  

２ ． 方 法  

 １ ） 計 測 項 目  

 下 顎 管 と 下 顎 骨 体 部 の 位 置 関 係 の 測 定 に お い て ， 確

立 さ れ た 測 定 方 法 は 標 準 化 さ れ て い な い 1 5 - 1 7 ） た め ，

下 顎 骨 体 が 安 定 し て ア ク リ ル 板 上 に 配 置 さ れ た 状 態

で 撮 影 し ， 解 析 を 行 っ た 。 撮 影 に は 下 顎 骨 体 が 床 と 平

行 に な る よ う に 設 定 し ， 厚 さ 1 0 ㎜ の ア ク リ ル 板 の 上 に

対 象 と な る 下 顎 骨 を 配 置 し て 行 っ た 。 撮 影 時 の 位 置 関

係 は 下 顎 骨 体 が 自 然 に 安 定 す る 状 態 で 撮 影 を 行 っ た

（ 図 1 ）。  

 得 ら れ た 画 像 か ら 図 2 に 示 す よ う に ， 下 顎 骨 の 頬 舌

側 皮 質 骨 に 垂 直 に な る よ う な ラ イ ン を 引 き ， こ れ を 下

顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 に か け て  1  ㎜ 間 隔 で 行 い ， 前 頭

断 画 像 を 得 た 。得 ら れ た 各 断 層 像 に つ い て ，図  3 ，4  に

示 す 計 測 点 を 設 定 し た 。  

  （ １ ） 下 顎 孔 及 び オ ト ガ イ 孔 の 垂 直 方 向 へ の 変 化  

 下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 に お け る ， 下 顎 骨 下 縁 部 か

ら の 垂 直 的 距 離 を 測 定 し た 。 ま た 同 測 定 線 上 に あ る 皮

質 骨 厚 さ に つ い て も 測 定 を 行 っ た 。 各 孔 の 測 定 点 は 孔

の 中 心 位 置 と し た （ 図  3  a - d ）。   

  （ ２ ） 下 顎 管 中 心 か ら 頬 舌 側 皮 質 骨 水 平 方 向 へ の

変 化  

 1  ㎜ 間 隔 で 得 た 各 前 頭 断 像 の 下 顎 管 中 心 か ら ， 頬 舌

側 水 平 方 向 へ の 距 離 お よ び 同 測 定 線 上 の 頬 舌 側 皮 質

骨 厚 さ に つ い て 測 定 し た （ 図  4  e - h ）。   

  （ ３ ） 下 顎 管 中 心 か ら 頬 舌 側 皮 質 骨 垂 直 方 向 へ の

変 化  



 1  ㎜ 間 隔 で 得 た 各 前 頭 断 像 の 下 顎 管 中 心 か ら ， 頬 舌

側 皮 質 骨 垂 直 方 向 へ の 距 離 お よ び 同 測 定 線 上 の 頬 舌

側 皮 質 骨 厚 さ に つ い て 測 定 し た （ 図  4  i - l ）。   

  （ ４ ） 下 顎 管 中 心 か ら 下 顎 骨 下 縁 方 向 へ の 変 化  

 1  ㎜ 間 隔 で 得 た 各 前 頭 断 像 の 下 顎 管 中 心 か ら ， 下 顎

骨 下 縁 部 の 垂 直 的 距 離 お よ び 同 測 定 線 上 の 皮 質 骨 厚

さ に つ い て 測 定 し た （ 図  4  m ， n ）。   

 画 像 上 で 測 定 さ れ る 数 値 は ， V P A  P l u s の 画 像 上 に 付

記 さ れ た 数 値 を 使 用 し た 。 測 定 に お け る 個 人 差 を 排 除

す る た め ， 実 際 の 測 定 は 同 一 人 物 に よ っ て 行 っ た 。  

  （ ５ ） 下 顎 管 の 軸 位 方 向 か ら み た 変 化 と 走 行 （ 図  

1 5  ）  

 各 歯 齢 期 の 頬 舌 的 移 動 距 離 を Ｘ 軸 ・ 近 遠 心 的 移 動 距

離 を Ｙ 軸 と し て ， 下 顎 孔 の 位 置 を Ｙ 軸  6 5  ㎜ の 位 置 に

固 定 し ， 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 頬 舌 的 ・ 近 遠 心

的 増 減 を 軸 位 方 向 か ら 観 測 し た 。   

 以 上 に つ い て H e l l m a n の 歯 齢 １ ０ 期 １ A か ら ５ A に

つ い て V P A  P l u s の 画 像 上 で 測 定 を 行 い ， そ の 平 均 値 か

ら ， 各 期 に よ る 特 徴 を 解 析 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結  果  

 

１ 。 下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 の 変 化  

 下 顎 孔 か ら 下 顎 骨 下 縁 お よ び 皮 質 骨 内 側 面 ま で 垂

直 的 方 向 の 距 離 ， な ら び に オ ト ガ イ 孔 か ら 下 顎 骨 下 縁

お よ び 皮 質 骨 内 側 面 ま で 垂 直 的 方 向 の 距 離 に つ い て

の 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

 １ ） 下 顎 孔 の 垂 直 的 方 向 へ の 変 化 を 図  5  A に 示 す 。

平 均 で １ A 期 の  5 。 9  ㎜ か ら ５ A 期 の  2 3 。 4  ㎜ で ， そ

の 成 長 は 一 般 型 の S 字 状 曲 線 を 示 し た 。 １ A か ら ２ C 期

で は  9 。 0  ㎜ と 著 し い 成 長 を 示 し ，２ C 期 か ら ４ A 期 で

は  3 。2  ㎜ と 緩 や か な 成 長 を 示 し た 。４ A 期 以 降 は  5 。

2  ㎜ で あ っ た 。   

下 顎 孔 を 含 む パ ラ ア キ シ ャ ル 面 で の 下 顎 底 部 皮 質 骨

の 厚 さ は  1 。 1  ㎜ で ，１ A 期 か ら ５ A 期 ま で の 各 歯 齢 で

大 き な 変 化 を 示 さ な か っ た 。  

 ２ ）オ ト ガ イ 孔 の 垂 直 方 向 へ の 変 化 を 図  5  B に 示 す 。

平 均 で １ A 期 か ら ２ C 期 ま で 4 。 6  ㎜ ， ２ C 期 か ら ４ A 期

で は  1 。 8  ㎜ ， ４ A 期 以 降 は  3 。 3  ㎜ と 緩 や か で あ っ

た 。 下 顎 孔 の 変 化 と 同 様 に 一 般 型 の S 字 状 成 長 曲 線 を

示 し た が ， 下 顎 孔 に 比 べ て 変 化 量 は 小 さ か っ た 。  

 オ ト ガ イ 孔 の パ ラ ア キ シ ャ ル 面 で の 下 顎 底 部 皮 質

骨 の 厚 さ は １ A 期 か ら ２ C 期 ま で は  0 。8  ㎜ か ら 2 。8  ㎜

成 長 し た 後 ，２ C 期 か ら ５ A 期 ま で は  2 。8  ㎜ か ら   3 。

4  ㎜ で 若 干 の 増 加 を 認 め た 。  

 ３ ） 下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 の 皮 質 骨 厚 さ を 加 え た

距 離 に つ い て の 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

  （ １ ） 下 顎 孔 位 置 で の 皮 質 骨 厚 さ を 加 算 し た 距 離

を 図  6  A  に 示 す 。１ A 期 か ら ２ C 期 に か け て ，  6 。7  ㎜

か ら  1 5 。 9  ㎜ ま で 最 大 の 変 化 を 示 し た 。 ３ A 期 か ら ３

C 期 で は  1 6 。 0  ㎜ か ら  1 8 。 2  ㎜ と 緩 や か に 増 加 し ，

４ A 期 か ら ５ A 期 で  1 9 。 4  ㎜ か ら  2 4 。 9  ㎜ ま で の 変

化 を 示 し た 。  

  （ ２ ） オ ト ガ イ 孔 位 置 で の 皮 質 骨 厚 さ を 加 算 し た

距 離 を 図  6  B  に 示 す 。 １ A 期 か ら ２ C 期 で  3 。 7  ㎜ か

ら  1 6 。 0  ㎜ ま で 最 大 の 変 化 を 示 し た 。 ３ A 期 か ら ５ A

期 で  1 0 。 4  ㎜ か ら  1 6 。 0  ㎜ の 変 化 を 示 し た が ， そ の

変 化 は 緩 や か で 下 顎 孔 位 置 に お け る 距 離 の 成 長 曲 線

よ り も 変 化 量 は 小 さ か っ た 。  

２ 。 下 顎 管 中 心 か ら 皮 質 骨 面 垂 直 方 向 の 変 化  

 １ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ ル 面

各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管 中 心

か ら 舌 側 皮 質 骨 内 面 に 垂 直 に 引 い た 距 離 の 平 均 値 を

図  7  A  に 示 す 。  図  7  B  に 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま



で の 位 置 を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ

ロ ッ ト し ， 各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 7  ㎜ 位 置 か ら 第 二 乳 臼 歯 歯 胚 部 に

か け て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 1  ㎜ 位 置 を 走 行 。 歯

胚 が 存 在 す る 部 位 で は ， 歯 胚 を 避 け る よ う に よ り 舌 側

を 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 え

て 頬 側 に 走 行 し て い た 。 そ の 走 行 の 変 化 は ， こ れ ま で

の 緩 慢 な 変 化 と 比 べ る と よ り 鋭 角 的 な 変 化 で あ っ た 。 

１ C 期 ： 下 顎 孔  0 。 7  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 3  ㎜ 位 置 を 保 つ よ う に 走

行 。 オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変

化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

２ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 2  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 5  ㎜ 位 置 を 保 つ よ う に 走

行 。 オ ト ガ イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら 徐 々 に 頬 側 に 走 行 し て

い た 。  

２ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 5  ㎜ 位 置 か ら 乳 臼 歯 歯 槽 部 に か け

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 4  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ ト

ガ イ 孔  1 2  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ

頬 側 に 走 行 し て い た 。  

３ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 2  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 3  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ ト

ガ イ 孔  1 2  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ

頬 側 に 走 行 し て い た 。  

３ B 期 ： 下 顎 孔  1 。 4  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 7  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ ト

ガ イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ 頬

側 に 走 行 し て い た 。  

３ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 6  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 3  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ ト

ガ イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ

頬 側 に 走 行 し て い た 。  

４ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 1  ㎜ 位 置 か ら 大 臼 歯 歯 槽 部 に か け

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 1  ㎜ か ら  2 。 5  ㎜ へ 距 離

を 増 や し な が ら 走 行 。 下 顎 孔  1 0  ㎜ 前 方 位 置 か ら は  2 。

5  ㎜ の 位 置 を 保 ち な が ら 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  1 2  ㎜ 手

前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ 頬 側 へ 走 行 し て

い た 。  

４ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 5  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 1  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ ト

ガ イ 孔  1 5  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ

頬 側 に 走 行 し て い た 。  

５ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 7  ㎜ 位 置 か ら 大 臼 歯 歯 槽 部 に か け

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 5  ㎜ か ら  2 。 5  ㎜ へ 距 離



を 増 や し な が ら 走 行 。 下 顎 孔  1 2  ㎜ 前 方 か ら は  2 。 5  

㎜ の 位 置 を 保 ち な が ら 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  9  ㎜ 手 前

か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ 頬 側 へ 走 行 し て い

た 。  

 ２ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ ル 面

各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で 下 顎 管 中 心 か

ら 頬 側 皮 質 骨 内 面 に 垂 直 に 引 い た 距 離 の 平 均 値 を 図  

8  A  に 示 す 。  図  8  B  に は 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で

の 位 置 を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ ロ

ッ ト し ， 各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 6  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て ， 頬 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 5  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ

ト ガ イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら 頬 側 と の 距 離 を 減 少 し て い

た 。  

１ C 期 ： 下 顎 孔  3 。 9  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て 徐 々 に 距 離 を 減 少 。 オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 で そ

の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 へ と 走 行 し て い た 。  

２ A 期 ： 下 顎 孔  3 。 8  ㎜ 前 方 位 置 か ら 乳 臼 歯 歯 槽 部 に

か け て ，  3 。 8  ㎜ か ら  4 。 5  ㎜ ま で 距 離 を 増 加 。 歯 胚

の 存 在 す る 部 位 で は 舌 側 寄 り を 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  

1 0  ㎜ 手 前 か ら 徐 々 に 頬 側 に 向 き を 変 え て 走 行 し て い

た 。  

２ C 期 ： 下 顎 孔  3 。 0  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て ， 頬 側 皮 質 骨 内 面 か ら  3 。 4  ㎜ の 距 離 で 走 行 。

そ の 後 ， 徐 々 に 距 離 を 減 弱 し て い た 。   

３ A 期 ： 下 顎 孔  4 。 2  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て 距 離 を 減 弱 し な が ら 走 行 。 オ ト ガ イ 孔  1 4  ㎜

手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ て 頬 側 へ 走 行

し て い た 。  

３ B 期 ： 下 顎 孔  4 。 2  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て ， 頬 側 皮 質 骨 内 面 か ら  4 。 3  ㎜ の 位 置 を 走 行 。

オ ト ガ イ 孔  1 5  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化

さ せ て 頬 側 へ 走 行 し て い た 。  

３ C 期 ： 下 顎 孔  5 。 3  ㎜ 前 方 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向

か っ て ， 頬 側 皮 質 骨 内 面 か ら  5  ㎜ の 位 置 を 走 行 。 オ

ト ガ イ 孔  2 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ

せ 頬 側 へ 走 行 し て い た 。  

４ A 期 ： 第 三 大 臼 歯 歯 胚 を 避 け る よ う に ， 頬 側 皮 質 骨

内 面 か ら  4 。 3  ㎜ か ら  3 。 2  ㎜ へ 距 離 を 減 少 。 舌 側 寄

り を 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭

角 的 に 変 化 さ せ 頬 側 へ 走 行 し て い た 。  

４ C 期 ： 第 三 大 臼 歯 歯 胚 を 避 け る よ う に ， 頬 側 皮 質 骨

内 面 か ら  4 。 6  ㎜ か ら  3 。 5  ㎜ へ 距 離 を 減 少 。 舌 側 寄



り を 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  2 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭

角 的 に 変 化 さ せ 頬 側 へ 走 行 し て い た 。  

５ A 期 ： 第 三 大 臼 歯 歯 胚 を 避 け る よ う に ， 頬 側 皮 質 骨

内 面 か ら  5 。 6  ㎜ か ら  4  ㎜ へ 距 離 を 減 少 。 舌 側 寄 り

を 走 行 し ， オ ト ガ イ 孔  1 5  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角

的 に 変 化 さ せ 頬 側 へ 走 行 し て い た 。  

 １ A 期 か ら ３ A 期 で は 下 顎 孔 よ り 始 ま り ，舌 側 を あ る

程 度 一 定 の 距 離 を 保 ち な が ら 走 行 。 そ の 後 ， 頬 側 ・ オ

ト ガ イ 孔 へ と 向 き を 変 え て い た 。 ３ B 期 以 降 で は 下 顎

孔 か ら 始 ま り ， 下 顎 骨 中 心 に 向 か っ た 後 ， 舌 側 寄 り を

走 行 し て ， 頬 側 ・ オ ト ガ イ 孔 へ と 走 行 し て い た 。  

 ３ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ ル 面

各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管 中 心

か ら 皮 質 骨 に 対 し て 垂 直 に 引 い た 線 上 の 皮 質 骨 厚 さ

に つ い て 以 下 に 示 す 。  

  （ １ ）舌 側 皮 質 骨 の 厚 さ に つ い て 図  9  A  に 示 す 。  

図  9  B  に は 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 位 置 を 固 定

し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ ロ ッ ト し ， 各 歯

齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ：  0 。 6  ㎜ で 変 化 は な か っ た 。  

１ C 期 ：  0 。 5  ㎜ か ら  0 。 8  ㎜ で 変 化 は な か っ た 。  

２ A 期 ：  0 。 8  ㎜ か ら 変 化 は 少 な か っ た が ， オ ト ガ イ

孔  5  ㎜ 後 方 で  1 。 2  ㎜ と 若 干 の 増 加 を 認 め た 。  

２ C 期 ：  1 。 2  ㎜ か ら  1 。 3  ㎜ で 変 化 は な か っ た 。  

３ A 期 ：  1 。 2  ㎜ の 厚 さ を 保 ち ， オ ト ガ イ 孔  1 2  ㎜ 後

方 で は  1 。2  ㎜ か ら  1 。8  ㎜ へ と 厚 さ を 増 加 し て い た 。 

３ B 期 ：  1 。 2  ㎜ か ら  2 。 0  ㎜ へ と 若 干 の 増 加 を 認 め

た 。  

３ C 期 ：  0 。 5  ㎜ か ら  1 。 4  ㎜ へ と 若 干 の 増 加 を 認 め

た 。  

４ A 期 ：  0 。 7  ㎜ か ら 前 方 に 向 か い つ れ ，  1 。 5  ㎜ と

若 干 の 増 加 を 認 め た 。  

４ C 期 ：  1  ㎜ か ら  1 。 5  ㎜ ま で 緩 や か な 厚 さ の 若 干 の

増 加 を 示 し た 。  

５ A 期 ：  1 。 5  ㎜ か ら  2 。 0  ㎜ の 緩 や か な 厚 さ の 若 干

の 増 加 を 示 し た 。  

  （ ２ ）頬 側 皮 質 骨 の 厚 さ に つ い て 図  1 0  A  に 示 す 。  

図  1 0  B  に は 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 距 離 を 固

定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ ロ ッ ト し ， 各

歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ：  0 。 6  ㎜ で 変 化 は な か っ た 。  

１ C 期 ：  0 。 5  ㎜ か ら  0 。 9  ㎜ で 変 化 は 少 な か っ た 。  



２ A 期 ：  0 。 5  ㎜ か ら  1 。 5  ㎜ と 下 顎 骨 中 央 付 近 で 厚

み を 増 加 し ， そ の 後 ， オ ト ガ イ 孔 直 前 で  1 。 0  ㎜ へ と

厚 さ を 減 少 し て い た 。  

２ C 期 ：  1 。 0  ㎜ か ら  2  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， オ ト ガ

イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 厚 さ を 減 少 し て い た 。  

３ A 期 ：  1 。 4  ㎜ か ら  2 。 2  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， オ

ト ガ イ 孔  1 2  ㎜ 後 方 か ら 徐 々 に 厚 さ を 減 少 し て い た 。 

３ B 期 ：  1 。 2  ㎜ か ら  2 。 3  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， オ

ト ガ イ 孔  5  ㎜ 後 方 か ら そ の 厚 さ を 減 少 し て い た 。   

３ C 期 ：  1 。 5  ㎜ か ら  2 。 5  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， オ

ト ガ イ 孔  1 8  ㎜ 後 方 か ら 徐 々 に 厚 さ を 減 少 し て い た 。  

４ A 期 ：  1  ㎜ か ら  2 。 2  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， そ の 後

は 徐 々 に 厚 さ を 減 少 し て い た 。   

４ C 期 ：  1  ㎜ か ら  2 。 5  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， そ の 後

は 徐 々 に 厚 さ を 減 少 し て い た 。  

５ A 期 ：  1 。 8  ㎜ か ら  2 。 8  ㎜ ま で 厚 さ を 増 加 し ， そ

の 後 は 厚 さ を 減 少 し て い た 。  

３ 。 下 顎 管 中 心 か ら 下 顎 骨 下 縁 方 向 の 変 化  

 １ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ ル 面

各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管 中 心

か ら 下 顎 下 縁 お よ び 皮 質 骨 内 側 面 ま で 垂 直 的 方 向 の

距 離 に つ い て ， の 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

下 顎 孔 の 垂 直 的 位 置 は 前 述 の 通 り ， S 字 状 の 成 長 曲 線

を 描 き ， S c a m m o n の 臓 器 発 育 曲 線 で 一 般 型 を 示 し た 。 

  （ １ ） 下 顎 管 中 央 か ら 下 顎 骨 下 縁 方 向 の 距 離 を 図  

1 1  A  に 示 す 。  図  1 1  B  に は 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま

で の 位 置 を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ

ロ ッ ト し ， 各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  5 。 1  ㎜ の 位 置 か ら 緩

や か に そ の 高 さ を 減 少 。 第 二 乳 臼 歯 歯 胚 部 か ら は 下 顎

骨 下 縁 皮 質 骨 内 面 ま で の 距 離  1 。 6  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に

走 行 し て い た 。  

１ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  6 。 7  ㎜ の 位 置 か ら 緩

や か に そ の 高 さ を 減 少 。 第 二 乳 臼 歯 近 心 部 か ら は 下 顎

骨 下 縁 皮 質 骨 内 面 ま で の 距 離  2 。 6  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に

走 行 し て い た 。 オ ト ガ イ 孔   4  ㎜ 手 前 か ら 少 し 増 加

し て い た 。  

２ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 1 。 7  ㎜ の 位 置 か ら 緩

や か に そ の 高 さ を 減 少 。 第 一 大 臼 歯 下 か ら は 下 顎 骨 下

縁 皮 質 骨 内 面 ま で の 距 離  3 。 0  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行

し て い た 。オ ト ガ イ 孔  4  ㎜ 手 前 か ら  3 。0  ㎜ か ら  5 。

0  ㎜ ま で 増 加 し た 。  

２ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 3 。 8  ㎜ の 位 置 か ら 緩

や か に そ の 高 さ を 減 少 。 第 一 大 臼 歯 下 か ら は 下 顎 骨 下



縁 皮 質 骨 内 面 ま で の 距 離  3 。 5  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行

し て い た 。オ ト ガ イ 孔  6  ㎜ 手 前 か ら  3 。5  ㎜ か ら  4 。

6  ㎜ ま で 増 加 し た 。  

３ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ 1 2 。 3  ㎜ の 位 置 か ら 緩

や か に そ の 高 さ を 減 少 。 第 一 大 臼 歯 近 心 部 か ら は 下 顎

骨 下 縁 皮 質 骨 内 面 ま で の 距 離 1 。 8  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に

走 行 し て い た 。 オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら  1 。 8  ㎜ か

ら  4 。 5  ㎜ ま で 増 加 し た 。  

３ B 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 5 。 3  ㎜ の 位 置 か ら そ

の 高 さ を 減 少 。 第 一 大 臼 歯 遠 心 部 か ら は 下 顎 骨 下 縁 皮

質 骨 内 面 ま で の 距 離  2 。 7  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行 し て

い た 。オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら  2 。 7  ㎜ か ら  6 。 1  ㎜

ま で 増 加 し た 。  

３ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 5 。 4  ㎜ の 位 置 か ら そ

の 高 さ を 減 少 。 第 二 大 臼 歯 下 か ら は 下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨

内 面 ま で の 距 離  3  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行 し て い た 。

オ ト ガ イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら  3 。 2  ㎜ か ら  7 。 4  ㎜ ま で

増 加 し た 。  

４ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 8 。 8  ㎜ の 位 置 か ら そ

の 高 さ を 減 少 。 第 二 大 臼 歯 下 か ら は 下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨

内 面 ま で の 距 離  3 。 8  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行 し て い た 。

オ ト ガ イ 孔  7  ㎜ 手 前 か ら  3 。 8  ㎜ か ら  7 。 1  ㎜ ま で

増 加 し た 。  

４ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  1 7 。 6  ㎜ の 位 置 か ら そ

の 高 さ を 減 少 。 第 二 大 臼 歯 遠 心 部 か ら は 下 顎 骨 下 縁 皮

質 骨 内 面 ま で の 距 離  4 。 1  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行 し て

い た 。オ ト ガ イ 孔  9  ㎜ 手 前 か ら  4 。 1  ㎜ か ら  7 。 9  ㎜

ま で 増 加 し た 。  

５ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 垂 直 的 高 さ  2 1 。 9  ㎜ の 位 置 か ら そ

の 高 さ を 減 少 。 第 二 大 臼 歯 直 下 か ら は 下 顎 骨 下 縁 皮 質

骨 内 面 ま で の 距 離  5 。 1  ㎜ を 保 ち 水 平 的 に 走 行 し て い

た 。 オ ト ガ イ 孔  7  ㎜ 手 前 か ら  5 。 1  ㎜ か ら  8 。 6  ㎜

ま で 増 加 し た 。  

  （ ２ ） 下 顎 骨 下 縁 皮 質 骨 厚 さ に つ い て 図  1 2  A  に

示 す 。 図  1 2  B  に は 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 位 置

を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を プ ロ ッ ト し ，

各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ：  0 。 7  ㎜ で 変 化 は な か っ た 。  

１ C 期 ：  0 。 5  ㎜ か ら  1 。 1  ㎜ と そ の 厚 み に 若 干 の 増

加 を 認 め た 。  

２ A 期 ：  0 。 9  ㎜ か ら  1 。 9  ㎜ と オ ト ガ イ 孔 に 向 か う

に つ れ て 徐 々 に 厚 さ を 増 加 し て い た 。  

２ C 期 ：  1 。 2  ㎜ か ら  2 。 2  ㎜ と そ の 厚 み に 若 干 の 増

加 を 認 め た 。  



３ A 期 ：  1 。 5  ㎜ か ら  3 。 1  ㎜ と オ ト ガ イ 孔 に 向 か う

に つ れ て そ の 厚 さ を 増 加 し て い た 。  

３ B 期 ：  1 。 5  ㎜ か ら  2 。 2  ㎜ と そ の 厚 さ を 増 加 。 そ

の 後 ，  2 。 7  ㎜ で 厚 さ を 保 ち な が ら オ ト ガ イ 孔 に 至 っ

て い た 。  

３ C 期 ：  0 。 8  ㎜ か ら  2 。 1  ㎜ と オ ト ガ イ 孔 に 向 か う

に つ れ て そ の 厚 さ を 増 加 し て い た 。  

４ A 期 ：  1 。 2  ㎜ か ら  2 。 5  ㎜ と そ の 厚 さ を 増 加 。 そ

の 後 ，  2 。 5  ㎜ の 厚 さ を 保 ち な が ら オ ト ガ イ 孔 に 至 っ

て い た 。  

４ C 期 ：  0 。 9  ㎜ か ら  4 。 8  ㎜ ま で そ の 厚 さ は 緩 や か

に 増 加 し た 。  

５ A 期 ：  1 。 5  ㎜ か ら  3 。 5  ㎜ ま で そ の 厚 さ は 緩 や か

に 増 加 し た 。  

 

４ 。 下 顎 管 中 心 か ら 皮 質 骨 水 平 方 向 の 変 化  

 １ ） 下 顎 管 パ ラ ア キ シ ャ ル 像 正 面 か ら 見 た 水 平 垂 直

方 向 へ の 変 化  

下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ ル 面 各 ス

ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管 中 心 か ら

頬 側 皮 質 骨 内 側 面 お よ び 舌 側 皮 質 骨 内 側 面 ま で 水 平

的 方 向 の 距 離 に つ い て 結 果 を 示 す 。  

  （ １ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ

ル 面 各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  １  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管

中 心 か ら 舌 側 皮 質 骨 内 面 に 水 平 に 引 い た 距 離 の 平 均

を 図  1 3  A  に 示 す 。 図  1 3  B  に 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔

ま で の 位 置 を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を

プ ロ ッ ト し ， 各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ：  0 。 7  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ て ， 舌

側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 1  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ イ 孔  5  

㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 え て 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

１ C 期 ： 下 顎 孔  0 。 8  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 2 ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ

イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 え て 頬 側 に 走 行 し て

い た 。  

２ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 5  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ，徐 々 に 頬 側 に 寄 り な が ら 走 行 。オ ト ガ イ 孔   8  ㎜

手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

２ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 5  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ，徐 々 に 頬 側 に 寄 り な が ら 走 行 。オ ト ガ イ 孔   6  ㎜

手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

３ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 4  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  1 。 4  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ



イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し

て い た 。  

３ B 期 ： 下 顎 孔  1 。 3  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 3  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ

イ 孔  1 0  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行

し て い た 。  

３ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 7  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 徐 々 に 頬 側 に 寄 り な が ら 走 行 。 オ ト ガ イ 孔   1 0  

㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 鋭 角 的 に 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行

し て い た 。  

４ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 1  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 8  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ

イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し

て い た 。  

４ C 期 ： 下 顎 孔  1 。 7  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 5  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ

イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し

て い た 。  

５ A 期 ： 下 顎 孔  1 。 4  ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に 向 か っ

て ， 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら  2 。 3  ㎜ 位 置 を 走 行 。 オ ト ガ

イ 孔  8  ㎜ 手 前 か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し

て い た 。  

  （ ２ ） 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の パ ラ ア キ シ ャ

ル 面 各 ス ラ イ ス （ 各 ス ラ イ ス  1  ㎜ 厚 さ ） で の 下 顎 管

中 心 か ら 頬 側 皮 質 骨 内 面 に 水 平 に 引 い た 距 離 の 平 均

を 図  1 4  A  に 示 す 。 図  1 4  B  に 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔

ま で の 位 置 を 固 定 し ， 各 解 剖 学 的 部 位 ご と に 測 定 値 を

プ ロ ッ ト し ， 各 歯 齢 を 比 較 し た グ ラ フ を 示 す 。  

１ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  6  ㎜ の 間 で  2 。 5  ㎜ か

ら  1 。 6  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。 そ の 後 は   2 。 7  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  9  ㎜ 後 方 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   

１ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  9  ㎜ の 間 で  3 。 5  ㎜ か

ら  2 。 4  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。 そ の 後 は   2 。 8  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  9  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

２ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  5  ㎜ の 間 で  4 。 1  ㎜ か

ら  3 。 6  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。 そ の 後 は   4 。 7  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   

２ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  6  ㎜ の 間 で  5 。 1  ㎜ か

ら  4 。 2  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。 そ の 後 は   5 。 7  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔 1 4  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   



３ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 0  ㎜ の 間 で  3 。 9  ㎜

か ら  2 。9  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は   4 。9  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  1 7  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

３ B 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 2  ㎜ の 間 で  4 。 8  ㎜

か ら  3 。 1  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は  5 。 9  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  5  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   

３ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 0  ㎜ の 間 で  4 。 5  ㎜

か ら  3 。 5  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は  5 。 5  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔 2 3  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   

４ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 1  ㎜ の 間 で  4 。 9  ㎜

か ら  3 。2  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は   5 。8  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔  7  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。   

４ C 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 5  ㎜ の 間 で  4 。 3  ㎜

か ら  2 。6  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は   4 。7  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し た 。 オ ト ガ イ 孔 1 4  ㎜ 手 前 か ら そ の

向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に 走 行 し て い た 。  

５ A 期 ： 下 顎 孔 か ら 下 顎 孔 前 方  1 4  ㎜ の 間 で  5 。 1  ㎜

か ら  3 。 4  ㎜ ま で そ の 距 離 を 減 少 。そ の 後 は  6 。 2  ㎜

ま で 距 離 を 増 加 し て か ら そ の 向 き を 変 化 さ せ 頬 側 に

走 行 し て い た 。   

５ 。 軸 位 方 向 ・ 前 方 方 向 か ら み た 下 顎 管 の 変 化 と 走 行  

 １ ） 軸 位 方 向  

図  1 5  は 下 顎 骨 を 軸 位 方 向 か ら 観 察 し た 場 合 の 下 顎

管 の 走 行 を 平 面 図 で 表 し て い る 。 骨 の 中 心 （（ 頬 側 水

平 距 離 ＋ 舌 側 水 平 距 離 ） / ２ で 算 出 ） を 値 「 ０ 」 と し ，

頬 舌 方 向 へ の 推 移 を ㎜ 単 位 で 表 し た 。 各 歯 齢 期 の 頬 舌

的 移 動 距 離 を Ｘ 軸 ・ 近 遠 心 的 移 動 距 離 を Ｙ 軸 と し て 表

示 し た 。 下 顎 孔 の 位 置 を Ｙ 軸  6 5  ㎜ の 位 置 に 固 定 し ，

各 歯 齢 期 の 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 増 減 を 軸 位

方 向 か ら 観 測 し た 結 果 に つ い て 以 下 示 す 。  

 各 歯 齢 期 の 成 長 曲 線 は 下 顎 孔 か ら 入 り ， 一 旦 下 顎 骨

中 心 に 向 か っ た 後 ， 舌 側 に 再 度 方 向 を 変 え ， そ の 後 頬

側 オ ト ガ イ 孔 に 向 か う 傾 向 を 示 し た 。  

 下 顎 孔 か ら オ ト ガ イ 孔 ま で の 全 体 で  3 5  ㎜ の 前 方

成 長 を 認 め た 。１ A 期 か ら ２ C 期 に か け て  1 4  ㎜ と 最 大

の 成 長 を 示 し ， ２ C 期 か ら ３ A 期 で  6  ㎜ ， ３ A 期 か ら

３ C 期 で  9  ㎜ と 再 び 大 き な 成 長 を 見 せ た 後 ， ３ C 期 か

ら ５ A 期 で  5  ㎜ で あ っ た 。   

 図  1 5  の 結 果 か ら 得 ら れ た 各 歯 齢 に お け る 平 均 的

な 下 顎 管 の 走 行 を 実 際 の C B C T の m u l t i  p l a n a r  



r e c o n s t r u c t i o n ，（多 断 面 再 構 成 像 画 像 ，以 下 M P R 画 像 ）

に ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ し ， 視 覚 的 に わ か り や す い よ う

に し た 図 を 示 す ( 図  1 6  ) 。   

７ ） 前 方 方 向  

図  1 7  A , B  に 下 顎 管 の 走 行 を 前 頭 断 で 見 た 図 を 示 す 。

図  1 5  と 同 様 に ， 下 顎 管 が 下 顎 骨 に 対 し て ど の 位 置 を

走 行 し て い る か を 示 し て お り ， 骨 の 中 心 部 を 値 「 ０ 」

と し て い る 。   

下 顎 管 の 走 行 で は ， 舌 側 下 顎 孔 → 下 顎 骨 中 心 付 近 → 舌

側 寄 り → 緩 や か に 頬 側 へ 変 位 の 流 れ は 図  1 5  と 同 様

で あ っ た 。 オ ト ガ イ 孔 直 前 で は 上 方 へ 向 か っ て 走 行 し

て い る 。１ A か ら ２ A 期 ま で は ほ ぼ 水 平 に 走 行 し て お り ，

２ C 期 以 降 は オ ト ガ イ 孔 へ 向 か っ て 上 昇 し ， 歯 齢 が 進

む に つ れ て そ の 角 度 は 上 昇 角 度 は 急 に な っ た 。 全 体 的

な 下 顎 管 の 位 置 も 歯 齢 が 進 む に つ れ ， 徐 々 に 上 方 に 位

置 を 変 化 さ せ て い た 。  

  

考  察  

 

１ 。 実 験 に 使 用 し た 機 器 に つ い て  

従 来 ， 下 顎 骨 体 に お け る 下 顎 管 の 位 置 関 係 を 検 討 す る

に は ， ヒ ト 乾 燥 下 顎 骨 を 使 用 し ， 目 的 と す る 位 置 に お

い て 標 本 と な る 骨 の 鋸 断 切 片 を 形 成 す る 必 要 が あ っ

た １ ８ ， １ ９ ）。 さ ら に ， こ れ ら の 標 本 を 人 為 的 に 計 測 し

な け れ ば な ら ず ， 細 か い 範 囲 で の 計 測 に は 限 界 が あ っ

た と 考 え ら れ ， 操 作 が 煩 雑 で 時 間 が か か る と い う 欠 点

が 挙 げ ら れ る 。  

極 微 小 焦 点 X 線 C T 装 置 （ 以 後 ， μ - C T と す る ） は ， 非 破

壊 的 に 高 解 像 度 で 三 次 元 的 な 観 察 お よ び 定 量 的 解 析

が 可 能 で あ る こ と か ら ， 現 在 も 骨 や 歯 牙 の 研 究 を 中 心

に 応 用 さ れ て い る １ ９ ， ２ ０ ） 。 μ - C T に よ る 連 続 性 を 保

っ た 下 顎 管 画 像 の 取 得 を 可 能 に し ， 形 態 観 察 の 一 方 法

と し て 有 効 に な っ た 。 し か し ， μ - C T は 撮 影 可 能 な 試 料

の 大 き さ が 限 定 さ れ る た め ， 試 料 の 大 き さ に よ っ て は

撮 影 自 体 が 行 え な い こ と や ， ま た 撮 影 に 時 間 が か か る

な ど 大 き な 欠 点 が あ る 。  

本 研 究 で 使 用 し た C B C T は ， μ - C T と 同 様 に 下 顎 骨 体 を

骨 鋸 断 切 片 を 作 製 す る こ と な く ， 試 料 と し て の デ ー タ

を 得 る こ と が で き る 利 点 が あ る 。こ れ ま で に も C T 撮 影

装 置 （ 以 後 ， C T と す る ） に よ っ て ， 同 様 な 計 測 を 行 っ

た 研 究 ２ １ ‐ ２ ３ ） が あ る 。 し か し ， C B C T は 照 射 範 囲 を

絞 る こ と で C T と 比 較 し て 小 さ な ボ ク セ ル で の 撮 影 を

行 う こ と が で き る 。 つ ま り 単 純 に C B C T と C T の 空 間 分

解 能 を 比 較 す れ ば ， C B C T の 方 が 優 れ て い る と い う 大



き な 利 点 が あ る 。 こ れ に よ っ て ， C T で 行 わ れ た 研 究 の

計 測 値 よ り も ， 精 度 に 優 れ た 計 測 が 可 能 で あ る ２ ４ ‐ ２

８ ）。 反 面 ， 軟 組 織 の 観 察 は 難 し く ， ま た 現 状 で は C T

値 を 表 示 で き な い な ど の 問 題 が あ る 。 し か し ， 本 研 究

に お い て は 硬 組 織 を 対 象 と し た 研 究 の た め ， こ れ ら の

問 題 は 考 慮 す る 必 要 は な い と 考 え る 。  

 

２ 。 計 測 方 法 に つ い て  

 下 顎 管 と 下 顎 骨 体 部 の 位 置 関 係 の 測 定 に お い て ， 確

立 さ れ た 測 定 方 法 は 決 ま っ て い な い １ ５ ‐ １ ７ ）。 基 準 面

の 設 定 も ， 下 顎 下 縁 平 面 を 水 平 に し た 撮 影 ・ 咬 合 平 面

を 水 平 に し た 撮 影 ・ 眼 耳 平 面 を 水 平 に し た 撮 影 な ど そ

れ ぞ れ 異 な っ た 方 法 を と っ て い る の が 現 状 で あ る 。 そ

の た め ， 本 研 究 に お い て 多 く の 研 究 に 見 ら れ る 下 顎 骨

の 歯 槽 突 起 と 下 顎 下 縁 を 結 ぶ 軸 ８ ） を 設 定 せ ず ， 下 顎

管 を 中 心 と し た 計 測 方 法 を 用 い た 。つ ま り「 下 顎 管 は ，

下 顎 骨 の 中 で ど の 位 置 を 走 行 し て い る の か 」，「 そ の 走

行 は 成 長 発 育 と と も に ど の よ う に 変 化 す る の か 」 を 解

析 し 検 討 す る た め で あ る 。 歯 槽 突 起 ・ 下 顎 下 縁 軸 は ，

安 定 配 置 さ れ た 下 顎 骨 の 垂 直 軸 に 対 し て あ る 一 定 の

角 度 差 が 生 じ る 。 さ ら に 歯 槽 突 起 ・ 下 顎 下 縁 軸 は 下 顎

骨 の 中 心 を 通 る わ け で は な い こ と か ら も ， こ の 軸 を 中

心 と し て 計 測 を 行 っ て も ， 下 顎 骨 に 対 す る 下 顎 管 の 位

置 を 把 握 す る こ と は で き な い と 考 え た 。 ま た 歯 槽 突 起

の 頂 点 を 始 点 と す る 軸 は ， 歯 齢 の 若 い 下 顎 骨 に お い て

は 安 定 し て 抽 出 す る こ と が 難 し い こ と か ら ， 本 研 究 の

趣 旨 と 照 合 し ，歯 槽 突 起 - 下 顎 下 縁 軸 を 基 準 と す る こ と

は 適 切 で は な い と 考 え ら れ た 。 さ ら に ， 本 研 究 の 目 的

は 成 長 発 育 に と も な う 下 顎 骨 内 下 顎 管 の 走 行 に つ い

て の 解 析 で あ る こ と か ら 歯 槽 突 起 付 近 を 含 む 上 部 構

造 に つ い て も 考 慮 し な か っ た 。 ま た ， ど の 部 位 が 下 顎

骨 の 中 心 と な る か に つ い て は ， 明 確 な 指 標 は 存 在 し て

い な い 。 そ こ で ， 安 定 な 配 置 に よ っ て 下 顎 骨 の 下 顎 管

を 中 心 と し ， 頬 舌 側 水 平 方 向 距 離 ， 下 顎 下 縁 へ の 垂 直

方 向 距 離 の ３ 点 に ， 皮 質 骨 あ る い は 骨 梁 の 成 長 発 育 に

は 力 学 的 影 響 も 大 き く 関 与 す る ２ ９ ） こ と を 踏 ま え ，頬

舌 側 皮 質 骨 面 に 垂 直 に 接 し た 放 線 上 の 距 離 を 計 測 の

基 準 と し て 加 え た ５ 点 で 評 価 す る 計 測 方 法 を 設 定 し

た 。 結 果 か ら ， そ の 特 徴 的 な 走 行 を 明 ら か に す る こ と

が で き た こ と で ， 下 顎 骨 中 の 下 顎 管 位 置 を よ り 正 確 に

観 察 す る こ と が 可 能 に な っ た と 思 わ れ る 。  

 画 像 の 観 察 に お い て 最 も 問 題 と な っ た の は ， 歯 齢 の

若 い 段 階 に お け る 下 顎 管 抽 出 の 難 し さ で あ っ た 。 歯 齢

前 半 に お い て は 下 顎 骨 の 大 き さ が 小 さ い こ と に 加 え ，



皮 質 骨 も 薄 く ， と り わ け 下 顎 管 壁 は 骨 梁 と 見 分 け が つ

き 難 い ほ ど 薄 い こ と が 挙 げ ら れ る 。 計 測 に は 観 察 者 の

熟 練 を 要 す る と こ ろ が 少 な く な い が ， C B C T 撮 影 時 に

得 ら れ る 水 平 断 像 ， 矢 状 断 像 の 下 顎 骨 か ら ， 下 顎 管 だ

け を 抽 出 す る 方 法 ３ ０ ）を 用 い る こ と で 抽 出 が 可 能 と な

っ た 。 結 果 的 に 歯 齢 各 期 と も に 安 定 し た 測 定 を 行 う こ

と が で き ， 前 頭 断 像 お よ び 水 平 断 像 ， 矢 状 断 像 を 利 用

し た 下 顎 管 抽 出 の 方 法 は 有 用 で あ っ た と 思 わ れ る 。 こ

の こ と か ら ， C B C T は 歯 科 領 域 に お け る 硬 組 織 抽 出 に

非 常 に 有 効 で あ る こ と が 確 認 で き た 。  

 

３ 。 結 果 に つ い て  

 １ ） 下 顎 孔 の 垂 直 的 変 化 と 皮 質 骨 厚 さ  

１ C 期 か ら ２ A 期 に か け て  6 。 6  ㎜ の 発 育 量 を 示 し た 。

次 い で ， ４ A 期 か ら ５ A 期 の  3 。 5  ㎜ で あ っ た 。 ２ C 期

か ら ３ B 期 に か け て は や や 発 育 量 が 減 少 し て い た 。 守

口 ３ １ ） は 下 顎 枝 垂 直 高 が ２ C 期 と ３ A 期 と の 問 に 有 意

差 は な い も の の ， 他 の 歯 齢 間 で は す べ て に 有 意 差 を も

っ て 増 大 し た と し て い る 。 さ ら に 各 歯 齢 間 に お け る 発

育 量 は ， １ A 期 か ら １ C 前 期 に か け て  7 。 5 0  ㎜ と 最 も

大 き く ， 次 い で ２ A 期 の  5 。 0 4  ㎜ ， ２ C 期 の   4 。 7 8  

㎜ ， ２ C か ら ３ A ま で の 発 育 量 は 最 も 小 さ な  1 。 7 5  ㎜

の 発 育 量 で あ っ た と 報 告 し て い る 。 本 研 究 で は 下 顎 孔

か ら 下 顎 下 縁 部 へ の 垂 直 的 距 離 で あ る た め 単 純 に 比

較 で き な い が ， ほ ぼ 近 似 す る 結 果 と な っ た 。 下 顎 孔 の

垂 直 的 変 化 は ， 下 顎 枝 の 成 長 発 育 に 影 響 を 受 け て い る

と 考 え ら れ る 。ま た そ の 変 化 は S c a m m o n の 臓 器 発 育 曲

線 で 一 般 型 を 示 し て い た 。  

２ ） オ ト ガ イ 孔 の 垂 直 的 変 化 と 皮 質 骨 厚 さ の 変 化  

１ A 期 か ら １ C 期 に か け て  3 。4  ㎜ と 最 大 の 発 育 量 を 示

し た 他 は ， 各 歯 齢 に 大 き な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ

の こ と か ら 下 顎 孔 と オ ト ガ イ 孔 で は 変 化 に 差 が あ る

と 考 え ら れ る 。ま た 皮 質 骨 厚 さ は １ A 期 か ら ２ C 期 に か

け て 大 き な 成 長 を 示 し た 後 は ， ほ と ん ど 変 化 を 認 め な

か っ た 。そ の 成 長 発 育 は S c a m m o n の 臓 器 発 育 曲 線 で 一

般 型 を 示 し て い た が ， 下 顎 孔 の そ れ よ り も 変 化 量 は 小

さ か っ た 。  

３ ） 下 顎 管 中 心 か ら 水 平 方 向 へ の 変 化 と 皮 質 骨 厚 さ の

変 化  

各 期 と も に 下 顎 孔 か ら 入 る と 舌 側 皮 質 骨 内 面 か ら の

距 離 を 増 し ， つ ま り 下 顎 骨 の 中 心 に 向 か い ， そ の 位 置

を 保 っ て 走 行 し た 後 ， 小 臼 歯 部 か ら 急 速 に 距 離 を と っ

て い た （ 頬 側 に 走 行 し て い た ）。 こ れ は 下 顎 管 は 歯 胚

や 根 尖 へ と 脈 管 神 経 を 分 枝 し つ つ ， オ ト ガ イ 孔 に 向 か



っ て 走 行 す る た め ， 歯 列 弓 や 歯 牙 に よ っ て そ の 走 行 位

置 が 誘 導 さ れ て い る た め と 考 え る 。  

４ ） 下 顎 骨 中 心 か ら 頬 舌 側 皮 質 骨 垂 直 方 向 の 変 化 と 皮

質 骨 厚 さ の 変 化  

１ A 期 か ら ３ A 期 ま で は ，下 顎 孔 か ら 舌 側 を 一 定 の 距 離

を 保 ち な が ら 走 行 し ， 頬 側 （ オ ト ガ イ 孔 ） へ と そ の 向

き を 変 化 さ せ て い た 。 ３ B 期 以 降 で は ， 下 顎 孔 か ら 一

度 下 顎 骨 の 中 心 へ と 向 か い ， 再 び 舌 側 寄 り を 走 行 。 そ

の 後 頬 側 （ オ ト ガ イ 孔 ） へ と そ の 向 き を 変 化 さ せ て い

た 。  

頬 舌 側 皮 質 骨 水 平 方 向 お よ び 垂 直 方 向 の 結 果 か ら ， 下

顎 管 の 走 行 に い く つ か の 特 徴 が 認 め ら れ る こ と が わ

か っ た 。 第 二 大 臼 歯 歯 胚 や 第 二 大 臼 歯 が 存 在 し て い て

も ， 下 顎 管 が そ の 下 方 を 通 過 し た り ， 舌 側 へ と 向 か う

た め に 斜 め に 通 過 し て い く こ と 。 第 一 大 臼 歯 歯 胚 お よ

び 第 一 大 臼 歯 が 存 在 す る と こ れ を 避 け る よ う に 走 行

し て い る こ と 。 オ ト ガ イ 孔 へ 向 か う 際 に 第 一 ・ 第 二 小

臼 歯 の 存 在 に 関 係 な く ， 斜 め に 通 過 し て い く こ と で あ

る 。 こ れ は 下 顎 管 の 走 行 が 第 一 大 臼 歯 歯 胚 ま た は 第 一

大 臼 歯 の 影 響 を 受 け て い る た め と 考 え ら れ た 。   

５ ） 下 顎 骨 中 心 か ら 下 顎 下 縁 方 向 の 変 化 と 皮 質 骨 厚 さ

の 変 化  

歯 齢 各 期 を 通 し て ， 下 顎 孔 か ら 歯 齢 各 期 に お け る 最 後

臼 歯 歯 胚 も し く は 最 後 臼 歯 下 方 へ 向 か っ て 下 降 し ， 下

降 後 は そ の 高 さ を 保 っ て 前 方 へ と 進 展 。 オ ト ガ イ 孔 に

出 る 直 前 に 下 顎 管 は  2  ㎜ か ら  4  ㎜ 上 昇 す る 傾 向 を

示 し た 。１ A 期 か ら １ C 期 で は 下 顎 孔 か ら の 下 降 程 度 は

顕 著 で は な く ， ２ A 期 を 境 に 大 き く な っ た 。 先 の 結 果

か ら も 下 顎 孔 の 位 置 は 下 顎 枝 の 成 長 に 影 響 を 受 け ， １

C 期 か ら ２ A 期 に か け て 最 も 成 長 す る こ と が わ か っ た 。 

下 顎 下 縁 皮 質 骨 厚 さ は ，１ A 期 か ら １ C 期 に か け て は 下

顎 骨 前 方 に 向 か っ て ， や や 厚 み を 増 す 傾 向 を 示 し た が ，

明 ら か な 変 化 と は 言 え な か っ た 。 ２ A 期 以 降 で こ の 傾

向 は 顕 著 に な り ， 歯 齢 の 増 加 と と も に 厚 さ も 増 大 し て

い た が ， 最 大 の 厚 さ を 示 す 位 置 は 第 一 大 臼 歯 付 近 で あ

り ， 各 期 と も に 同 様 の 傾 向 を 示 し た 。 こ の こ と か ら ，

第 一 大 臼 歯 は 皮 質 骨 厚 さ の 変 化 に 対 し て も 大 き な 影

響 を 与 え る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

第 一 大 臼 歯 の 咬 合 圧 が ， 下 顎 骨 の 成 長 発 育 （ 骨 梁 の 形

成 な ど ）に 影 響 を 与 え る と す る 杉 村 ら ２ ９ ） の 研 究 が あ

る 。 上 記 か ら ， 第 一 大 臼 歯 が 皮 質 骨 厚 さ の 変 化 に 最 も

大 き な 影 響 を 与 え て い る 可 能 性 が あ る こ と が わ か っ

た 。 さ ら に 下 顎 管 の 走 行 に つ い て も 影 響 を 与 え て い る

と す れ ば ， 杉 村 ら が 述 べ て い る よ う に 成 長 の 中 で 最 も



長 く 咬 合 圧 を 受 け て い る 第 一 大 臼 歯 が 与 え る 影 響 は

大 き い と 考 え ら れ た 。   

 ６ ） 軸 位 方 向 ・ 前 方 方 向 か ら の 観 察  

軸 位 か ら の 観 察 と な る 図  1 5  は 下 顎 骨 を 軸 位 方 向 か

ら 観 察 し た 場 合 の 下 顎 管 の 走 行 を 平 面 図 で 表 し て い

る 。  各 歯 齢 期 の 成 長 曲 線 は 下 顎 孔 か ら 入 り ， 一 旦 下

顎 骨 中 心 に 向 か っ た 後 ， 舌 側 に 再 度 方 向 を 変 え ， そ の

後 頬 側 オ ト ガ イ 孔 に 向 か う 傾 向 を 示 し た 。 図  1 5  の 結

果 か ら 得 ら れ た 各 歯 齢 に お け る 平 均 的 な 下 顎 管 の 走

行 を 実 際 の C B C T の M P R 画 像 に ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ し

た 画 像 を 図  1 6  に 示 す 。 水 平 断 像 と 今 回 の 結 果 と し て

得 ら れ た 下 顎 管 の 走 行 を 赤 線 に て 示 し ， 下 顎 管 が 下 顎

骨 に た い し て ど の 位 置 を 走 行 し て い る か を 表 し て い

る 。   

正 面 か ら の 観 察 と な る 図  1 7  A , B  か ら 観 測 で き た 下

顎 管 の 走 行 で は ， 舌 側 下 顎 孔 → 下 顎 骨 中 心 付 近 → 舌 側

寄 り → 緩 や か に 頬 側 へ 変 位 の 流 れ は 図  1 5  と 同 様 で

あ っ た 。 オ ト ガ イ 孔 直 前 で は 上 方 へ 向 か っ て 走 行 し て

い る が ，１ A か ら ２ A 期 ま で は ほ ぼ 水 平 に 走 行 し て い る

こ と が わ か っ た 。 ２ C 期 以 降 は オ ト ガ イ 孔 へ 向 か っ て

上 昇 し ， 歯 齢 が 進 む に つ れ て そ の 角 度 は 急 に な っ た 。 

前 方 成 長 を 表 し た 図  1 8  を 見 る と ， １ A 期 で  2 5  ㎜ で

あ る の に 対 し ， ５ A 期 で は   6 0  ㎜ を 示 し て い た 。 全

体 の 成 長 は  3 5  ㎜ で あ っ た 。 ま た そ の 成 長 曲 線 は S 字

状 に 近 い 曲 線 を 示 し ， 一 般 型 の 成 長 曲 線 と 近 似 し て い

た 。  

 守 口 ３ １ ） は ， 下 顎 体 長 は １ C 前 期 と １ C 後 期 と の 間

に 有 意 差 は な い も の の ， 他 の 歯 齢 間 で は す べ て 有 意 差

が あ り ， 歯 齢 が 増 す に つ れ て 増 大 し た と し て い る 。 各

歯 齢 間 を 守 口 ， 本 研 究 結 果 そ れ ぞ れ で 比 較 し て み る と ，

守 口 は 下 顎 長 と 同 様 に １ A 期 か ら １ C 前 期 に か け て 最

も 大 き な 発 育 量 を 示 し ， 約  7 。 8 5  ㎜ 。 ２ C 期 の 約  6 。

4 8  ㎜ ， ２ A 期 の 発 育 量 約  6 。 0 8  ㎜ が そ れ に 次 い で い

る 。 本 結 果 と 近 似 し た 結 果 で あ る が ， 下 顎 孔 か ら オ ト

ガ イ 孔 ま で の 下 顎 管 の 前 方 成 長 と の 比 較 で あ る こ と

か ら 同 一 と は 言 え な か っ た 。 こ れ は 一 方 で ， 下 顎 骨 体

部 の 前 方 成 長 と 下 顎 管 の 前 方 成 長 に は 違 い が あ る と

考 え る こ と が で き る 。 相 模 ３ ２ ，  ３ ３ ） は ， 下 顎 骨 の 成

長 に 関 す る ２ 説 に つ い て 言 及 し て い る 。 １ つ は ２ か ら

２ ０ 歳 ま で 円 滑 な 成 長 過 程 を 示 し 成 長 が 一 定 で あ る

と い う 説 ， も う １ つ は 成 長 に 加 速 や 減 速 が 存 在 し ， 成

長 率 に 変 動 が あ る と い う 説 で あ る 。 本 研 究 結 果 を 単 純

に 比 較 し た 場 合 ， 下 顎 管 の 前 方 成 長 に お い て は 前 者 の

一 定 説 よ り も む し ろ ， 後 者 の 成 長 率 に 変 動 が あ る と す



る 説 の ほ う が 適 当 と 考 え ら れ る 。下 顎 体 は S c a m m o n の

臓 器 発 育 曲 線 で の 神 経 型 と 一 般 型 ， 両 方 の 影 響 を 受 け

た 一 定 的 な 曲 線 を ， 下 顎 管 は 下 顎 体 よ り も 一 般 型 の 影

響 を 受 け た S 字 状 曲 線 を 描 い た 。 つ ま り ， 下 顎 体 は 一

定 的 な 成 長 率 を ， 下 顎 管 は 変 動 的 な 成 長 率 を 示 す と 考

え る こ と が で き ， 下 顎 管 の 走 行 は 下 顎 体 と は 異 な る 成

長 発 育 様 式 が 存 在 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。   

そ の 他 ， 下 顎 骨 に は 咀 嚼 筋 や 舌 骨 上 筋 な ど 咬 合 系 に 関

与 す る 筋 肉 が 付 着 し て い る 。 こ れ ら 機 能 的 基 質 成 長 を

示 す 筋 の 関 与 を 考 え た 場 合 ， 下 顎 骨 の 成 長 に は 力 学 的

な 環 境 要 因 の 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ る ２ ９ ） 。 宮 川 ３

４ ） や B a r b e r ら ３ ５ ） に よ れ ば ， 第 一 ， 第 二 大 臼 歯 の 萌

出 に よ る 咀 嚼 圧 の 増 大 が 下 顎 骨 の 成 長 発 育 に 影 響 を

与 え る と し て い る 。 下 顎 骨 は ， 歯 槽 部 ， 下 顎 骨 体 （ 下

顎 枝 ， 関 節 突 起 ， 筋 突 起 を 含 む ） か ら 構 成 さ れ ， １ つ

の 構 造 体 と し て 連 続 し た も の で あ る 。 し か し ， そ れ ぞ

れ の 部 位 に 発 育 の ス パ ー ト 時 期 や 発 育 量 の 相 違 が あ

る ３ １ ） 。 ま た 牧 ら ３ ６ ，  ３ ７ ） は ， パ ノ ラ マ エ ッ ク ス 線

画 像 上 で の 下 顎 底 部 皮 質 骨 厚 さ の 計 測 を 行 い ， 各 年 齢

に お け る 平 均 値 を 示 し て い る 。 こ の 結 果 と 本 研 究 結 果

の 各 期 を 比 較 す る と ， ほ ぼ 合 致 す る 結 果 と な っ た 。 牧

ら は 下 顎 底 部 皮 質 骨 厚 さ の 計 測 結 果 に つ い て ， 骨 の 成

長 に 関 与 す る カ ル シ ウ ム の 摂 取 状 況 な ど 環 境 要 因 を

大 き な 因 子 と し て 挙 げ て い る 。 下 顎 骨 の 成 長 発 育 に は ，

歯 の 萌 出 余 地 の 確 保 と い っ た 生 理 学 的 要 因 や 長 い 間

の 環 境 要 因 の 関 与 な ど に つ い て 考 慮 す る 必 要 が あ る

と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結  論  

 

１ 。 下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 の 垂 直 的 変 化 は ，

S c a m m o n の 臓 器 発 育 曲 線 で 一 般 型 を 示 し た 。オ ト ガ イ

孔 の 曲 線 は 下 顎 孔 の も の よ り も 小 さ な 彎 曲 で あ っ た 。

同 計 測 線 上 の 下 顎 底 部 皮 質 骨 厚 さ は ， 下 顎 孔 で は 歯 齢

の 増 加 に よ る 変 化 を 示 さ な か っ た 。 オ ト ガ イ 孔 で は １

A 期 か ら ２ C 期 に か け て 成 長 を 示 し た が ，そ れ 以 降 大 き

な 変 化 を 示 さ な か っ た 。  

２ 。 下 顎 管 の 走 行 は ， 基 本 的 に 下 顎 孔 か ら 入 り 舌 側 寄

り を 通 り ， オ ト ガ イ 孔 手 前 数 ㎜ 位 置 か ら オ ト ガ イ 孔 に

向 け て 鋭 角 的 に 進 展 し て い た 。 舌 側 寄 り を 通 る 理 由 と

し て 第 一 大 臼 歯 の 影 響 を 受 け て い る 可 能 性 が 示 唆 さ

れ た 。  

３ 。 下 顎 骨 下 縁 部 皮 質 骨 は ， 歯 齢 各 期 に お い て 第 一 大

臼 歯 部 が 最 も 厚 く ， 第 一 大 臼 歯 の 咬 合 圧 が こ れ に 関 与

し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

４ 。 下 顎 骨 体 と 下 顎 管 の 前 方 成 長 に は 異 な る 成 長 発 育

様 式 が 存 在 す る 可 能 性 が あ る こ と が わ か っ た 。 下 顎 骨

の 成 長 発 育 に は ， 歯 の 萌 出 余 地 の 確 保 と い っ た 生 理 学

的 要 因 や 長 い 間 の 環 境 要 因 の 関 与 な ど に つ い て 考 慮

す る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た 。  
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図 の 説 明  

 

図  １  ヒ ト 乾 燥 下 顎 骨  

図  ２  V P A  P L U S に よ る 断 層 像 取 得  

     A ： パ ラ ア キ シ ャ ル 像 の 設 定 画 面  

       B ： 矢 状 断 像 の 設 定 画 面  

       C ： 得 ら れ た 前 頭 断 画 像  

図  ３  下 顎 孔 お よ び オ ト ガ イ 孔 垂 直 的 距 離  

皮 質 骨 厚 厚 さ  計 測 点  

図  ４  前 頭 断 像 に お け る 各 方 向 距 離 ・ 皮 質 骨 厚 さ

A ： 下 顎 管 中 心 か ら 水 平 方 向 お よ び 垂 直 方 向 計 測 点

B ： 下 顎 管 中 心 か ら 皮 質 骨 垂 直 面 方 向 計 測 点 

図  ５  A ： 下 顎 孔 垂 直 的 距 離 お よ び 皮 質 骨 厚 さ  

B： オ ト ガ イ 孔 垂 直 的 距 離 お よ び 皮 質 骨 厚 さ  

図  ６  A ： 下 顎 孔 垂 直 的 距 離 + 皮 質 骨 厚 さ  

B ： オ ト ガ イ 孔 垂 直 的 距 離 + 皮 質 骨 厚 さ  

図  ７  A ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  

B ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  各 期 比 較   

図  ８  A ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  

B ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  各 期 比 較  

図  ９  A ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面 垂 直 方 向   

  皮 質 骨 厚 さ  

B ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面 垂 直 方 向   

  皮 質 骨 厚 さ  各 期 比 較  

図  １ ０  A ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面 垂 直 方 向   

  皮 質 骨 厚 さ  

B ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面 垂 直 方 向  

  皮 質 骨 厚 さ  各 期 比 較  

図  １ １  A ： 下 顎 管 中 心 - 下 顎 下 縁 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  

B ： 下 顎 管 中 心 - 下 顎 下 縁 皮 質 骨 内 面  

  垂 直 方 向 距 離  各 期 比 較  

図  １ ２  A ： 下 顎 下 縁 皮 質 骨 厚 さ  

B ： 下 顎 下 縁 皮 質 骨 厚 さ  各 期 比 較  

図  １ ３  A ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面  

  水 平 方 向 距 離  

B ： 下 顎 管 中 心 - 舌 側 皮 質 骨 内 面  

  水 平 方 向 距 離  各 期 比 較  

図  １ ４  A ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面  

  水 平 方 向 距 離  



B ： 下 顎 管 中 心 - 頬 側 皮 質 骨 内 面  

  水 平 方 向 距 離  各 期 比 較  

図  １ ５  下 顎 管 前 方 成 長  各 期 比 較  

図  １ ６  各 期 の 下 顎 管 走 行 （ 水 平 断 像 ）  

図  １ ７  A ： 前 頭 断 像 に お け る 下 顎 管 走 行   

  Ⅰ A - Ⅲ A 期  

B ： 前 頭 断 像 に お け る 下 顎 管 走 行   

  Ⅲ B - Ⅴ A 期  

図  １ ８  下 顎 前 方 成 長  

 

 



付図 



図 1 ヒト乾燥下顎骨 

図 1 



A: パラアキシャル像の設定画面  B: 矢状断像の設定画面  C: 得られた前頭断像 

 

    図 2 VPA PLUSによる断層像取得  

A B C 

図 2 



計測点 

a 

b 
d 

c 

下顎孔 オトガイ孔 

図 3 下顎孔およびオトガイ孔垂直的距離・皮質骨厚さ 計測点  

図 3 

a. 下顎孔垂直的距離 
b. 下顎孔部皮質骨厚さ 
c. オトガイ孔垂直的距離 
d. オトガイ孔部皮質骨厚さ 



B 

 A:  下顎管中心から水平・垂直方向計測点   B:   下顎管中心から皮質骨垂直面方向計測点 

 

 

 

 

 

図 4 前頭断像における各方向距離・皮質骨厚さ 計測点 

l i k j 

B 

図 4 

f e h g 

L 

n 

m 

A 

e. 頬側皮質骨内面水平方向距離 
f. 頬側皮質骨内面水平方向皮質骨厚さ 
g. 舌側皮質骨内面水平方向距離 
h. 舌側皮質骨内面水平方向皮質骨厚さ 
i. 頬側皮質骨内面垂直方向距離 

i. 頬側皮質骨内面垂直方向皮質骨厚さ 
j. 舌側皮質骨内面垂直方向距離 
k. 舌側皮質骨内面垂直方向皮質骨厚さ 
l. 下顎下縁皮質骨内面垂直方向距離 
m. 下顎下縁皮質骨内面垂直方向皮質骨厚さ 



A 下顎孔垂直的距離 

    および皮質骨厚さ 

図 5 A,B 

B   オトガイ孔垂直的距離 

      および皮質骨厚さ 

A 

B 

図 5 A,B 下顎孔・オトガイ孔の垂直的距離および皮質骨厚さ 



A  下顎孔垂直的距離 

      +   皮質骨厚さ 

図 6  A,B 

B    オトガイ孔垂直的距離 

       + 皮質骨厚さ 

図 6 A,B 下顎孔・オトガイ孔の垂直的距離+皮質骨厚さ 



A  下顎管中心-舌側皮質骨内面  

    垂直方向距離 

 

 

図 7  A,B 

B 

A 

B  下顎管中心-舌側皮質骨内面  

     垂直方向    各期比較 

図 7  A 下顎管中心-舌側皮質骨内面 垂直方向     

    B 下顎管中心-舌側皮質骨内面 垂直方向    各期比較 



B 

A 

図 8  A,B 

A  下顎管中心-頬側皮質骨内面 

    垂直方向距離 

 

 

B  下顎管中心-頬側皮質骨内面  

     垂直方向    各期比較 

図 8  A 下顎管中心-頬側皮質骨内面 垂直方向      

    B 下顎管中心-頬側皮質骨内面 垂直方向    各期比較 



図 9  A,B 
A 

B 

A  下顎管中心-舌側皮質骨内面 

  垂直方向 皮質骨厚さ 

 

 

 

B  下顎管中心-舌側皮質骨内面 

   垂直方向 皮質骨厚さ 

     各期比較 

図 9  A 下顎管中心-舌側皮質骨内面 垂直方向 皮質骨厚さ  

    B 下顎管中心-舌側皮質骨内面 垂直方向 皮質骨厚さ 各期比較 



図 10  A,B 
A 

B 

A  下顎管中心-頬側皮質骨内面 

  垂直方向 皮質骨厚さ 

 

 

 

B  下顎管中心-頬側皮質骨内面 

    垂直方向 皮質骨厚さ 

    各期比較 

図 10  A 下顎管中心-頬側皮質骨内面 垂直方向 皮質骨厚さ  

       B 下顎管中心-頬側皮質骨内面 垂直方向 皮質骨厚さ 各期比較 
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A 

図 11  A,B 

A   下顎管中心-下顎下縁皮質骨 

     内面垂直方向距離 

 

 

 

B  下顎管中心-下顎下縁皮質骨 

     内面垂直方向距離 

   各期比較 

図 11  A 下顎管中心-下顎下縁皮質骨内面垂直方向距離 

      B 下顎管中心-下顎下縁皮質骨内面垂直方向距離 各期比較 
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図 12  A,B 

A 下顎下縁皮質骨厚さ 

 

 

B 下顎下縁皮質骨厚さ  

  各期比較 

図 12 A 下顎下縁皮質骨厚さ     

    B 下顎下縁皮質骨厚さ 各期比較 
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図 13  A,B 

A 下顎管中心-舌側皮質骨内面 

  水平方向距離     

 

 

 

B 下顎管中心-舌側皮質骨内面 

  水平方向距離 

  各期比較 

図 13 A 下顎管中心-舌側皮質骨内面水平方向距離        

    B 下顎管中心-舌側皮質骨内面水平方向距離 各期比較 
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図 14  A,B 

A 下顎管中心-頬側皮質骨内面 

  水平方向距離 

 

 

 

B 下顎管中心-頬側皮質骨内面 

  水平方向距離 

  各期比較 

図 14 A 下顎管中心-頬側皮質骨内面水平方向距離        

    B 下顎管中心-頬側皮質骨内面水平方向距離 各期比較 



図 15 下顎管前方成長 各期比較  

図 15 
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図 16 各期の下顎管走行（水平断像） 

図 16 
１A期 １C期 ２A期 ２C期 ３A期 

３B期 ３C期 ４A期 ４C期 ５A期 



A 前頭断像における 

     下顎管走行 １A-３A期 

図 17 A,B 

B 前頭断像における 

  下顎管走行 ３B-５A 

図 17 A,B 前頭断像における下顎管走行 １A-５A期 



図 18 下顎管前方成長 

図 18 
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